
秋の伝統行事といえば「十五夜」があります。今年
こ と し

の十五夜は、 ９月
がつ

 

２９日
にち

金曜日
き ん よ う び

になります。十五夜は「中秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」といい、この時期
じ き

は

空気
く う き

が澄
す

んで月
つき

がとてもきれいに見
み

えます。 

十五夜の日に、月が見える場所
ば し ょ

に里芋
さといも

や栗
く り

、月見
つ き み

団子
だ ん ご

をお供え
そな

し、稲
いね

に見立てたススキを飾
かざ

り、お月見をしながら秋の農作物
のうさくぶつ

の収穫
しゅうかく

を願
ねが

う行

事として人々
ひとびと

に広
ひろ

まりました。 

 このころ採
と

れる里芋をお供えすることから、十五夜を｢芋
いも

名月
めいげつ

｣と呼ぶ

地域
ち い き

もあります。みなさんも、十五夜のきれいな満月をながめてみましょ

う。 

 給食
きゅうしょく

には、秋を感
かん

じることができる「さんま」や「みそけんちん汁
じる

」・「十

五夜デザート」が出ています。自然
し ぜ ん

の恵み
めぐ

に感謝
かんしゃ

しながら、味
あじ

わっていた

だきましょう。   
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９月 日（ ） 秋
あき

の伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

「十五夜
じ ゅ う ご や

」 
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